
悠久の歴史あるまち益子から
～サクラの花でおもてなし植樹会～

この「おもてなし」は、地域の森林ボランティア団体、事業者、行政等が一緒になって、
「地域の豊かな緑」で「観光客や地域住民をおもてなしする」ための緑化活動を行うものです。

おもてなし事業３年目の今回は、１２月４日（水曜日）に益子町小宅 亀岡八幡宮を会場に
植樹会を行いました。
また、今回は“令和”になって初めての植樹会ということで、「天皇陛下御即位記念植樹」としても
行いました。

この亀岡八幡宮は、亀岡八幡宮里山の会の皆さんが、サクラや菜の花などの手入れを行い、
益子町七井地区の新たな観光スポットとして整備されています。

昨年の台風で倒れたサクラの後継として、また、地元の子供たちに七井地区の魅力を引き継いで
いってほしいとの思いを込め、「ジンダイアケボノ」というサクラを植樹しました。
その様子をお伝えします。

当日は晴天に恵まれ、絶好の植樹日和となりました。

小学生と中学生とでグループをつくりました。
力を合わせてがんばりましょう！

左から順に益子町、
栃木県県東環境森林事務所、
土地を提供していただいた亀岡八幡宮宮司、
亀岡八幡宮里山の会
の方々です。

グリーンアドバイザーの高橋さんから、
県土緑化のメッセージを伝えていただきました。



今回は、七井小学校６年生、七井中学校２年生の
皆さんと植樹を行いました。

丁寧に植えて、大きくなって、
きれいな花が咲きますように。

亀岡八幡宮里山の会、亀岡八幡宮宮司、益子町、
県東地区“エコ・もり”地域推進協議会の会員である
キヤノン株式会社宇都宮営業所、上三川町の方々に
ご協力いただきました！

植樹後にはみんなで記念写真
総勢約150名の盛大な植樹会となりました！



子供たちが大きくなる頃、「このサクラを植えたな～」なんて、
お花見してくれるといいなと思います。

今回のイベントにご協力、参加していただいた皆さん
ありがとうございました。

春のこんな素敵な風景が、未来へ続いていくことを期待して。


